
病理診断科 

 

ａ．体 制――当該年度の特徴・スタッフ 等 

  病理医に関しては、10月から専攻医の福井医師が京都大学から異動となり、半年だけではあった

が、久々に病理医三人体制をとることができ、福井医師にとっても有意義な研修期間となったもの

と考える。検査技師、検査員に関しては新人二人の教育係として荒川検査員が一年延長してくれた

こと、大石技師が退職したが、2月から足羽技師が復職し、大きな問題は生じなかったのは幸いで

あった。令和5年度から河野技師の復職も決まり、充実した体制となるものと期待している。 

 

スタッフ 

病理医 

主任部長   弓場 吉哲 

部長      本庄 原                      

 専攻医    福井 彩花  令和4年10月1日入職 令和5年3月31日退職 

 

臨床検査技師  

仲村 佳世子 （係長・細胞検査士・特定化学物質作業主任者・ 

        作業環境測定士(第三号、第五号)・衛生工学衛生管理者） 

西岡 千恵子 （主任・細胞検査士・二級臨床検査士(病理学)・有機溶剤作業主任者）       

足羽 彩加  （細胞検査士・二級臨床検査士(病理学)・有機溶剤作業主任者）  

令和5年2月1日入職 

知念 優介   （細胞検査士・有機溶剤作業主任者）  

中川 暉貴  （細胞検査士・特定化学物質作業主任者）            

兵頭 孝史  （特定化学物質作業主任者）   

熊本 香月  （特定化学物質作業主任者） 令和4年4月1日入職   

大石 真沙希 令和4年4月1日入職 令和4年11月5日退職  

中野 優子                              

                         

検査員  

荒川 比佐子  令和5年3月31日退職    

 

 

ｂ．診療実績――臨床統計 等 

（１）業務実績 

組織診断 

     総数 9035件（迅速 204件） 

 



 4年度   

所属 件数 

迅速 

（件数内） 

内科系診療科 

呼吸器センター 呼吸器内科 329 0 

心臓センター 14 0 

消化器センター 消化器内科 3400 0 

神経センター 脳神経内科 0 0 

腎臓内科 71 0 

糖尿病内分泌内科 0 0 

血液内科 462 0 

リウマチ膠原病内科 1 0 

小児科 13 1 

神経精神科 0 0 

化学療法センター（腫瘍内科） 0 0 

緩和ケア科 0 0 

初期診療科 0 0 

救急部 1 0 

外科系診療科 

呼吸器センター 呼吸器外科 165 16 

心臓センター 心臓血管外科 25 0 

消化器センター 消化器外科 496 36 

神経センター 脳神経外科 162 72 

泌尿器科 356 7 

眼科 11 0 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 402 40 

難聴・鼓膜再生センター 0 0 

歯科口腔外科 37 0 

小児外科 36 2 

産婦人科 1863 20 

乳腺外科 425 7 

整形外科 35 0 

皮膚科 408 0 

形成外科 323 3 

漏斗胸センター 0 0 

その他診療科 



麻酔科 0 0 

集中治療部 0 0 

放射線診断科 0 0 

放射線治療センター（腫瘍放射線科） 0 0 

感染症科 0 0 

健診部 0 0 

診断依頼（標本持参） (124) (0) 

 

細胞診検査 

     

      総数 9249件 

 

所属 4年度 

婦人科 5014 

唾液腺 57 

口腔 9 

呼吸器 922 

消化器 461 

泌尿器 1371 

乳腺 238 

甲状腺 304 

体腔液 468 

リンパ節 211 

その他 194 

 

病理解剖  

    総数 2体 

 

 

 

内科・病理カンファレンス(CPC) 

実施日     剖検番号  臨床診断             主治医    担当医 

2022.5.17  AN3863   誤嚥性肺炎、間質性肺炎増悪   麥谷先生    弓場 

2022.6.30  AN3861   胃癌、癌性腹膜炎        足立先生   本庄 

  

 

所属 4年度 

内科 2 



c． 学会・講演・著作その他の研究活動 

【論文】 

（症例報告） 

１ 松村 和紀, …, 本庄 原, …, 小橋 陽一郎. 薄壁空洞病変による気胸を繰り返した扁平上皮肺癌

の一例天理医学紀要 2022 年 25 巻 1 号 p. 22-28（査読有り） 

 

【研究】 

１ 膵液細胞診の精度向上のための検討 

（仲村佳世子、弓場吉哲 ） 

２ 悪性中皮腫診断のための酵素抗体法パネルの検討 

（弓場吉哲） 

３ EUS-FNA における細胞診と組織診との整合性について 

（弓場吉哲） 

４ 婦人科細胞診における LBC と従来法の比較検討 

（西岡千恵子、仲村佳世子、弓場吉哲 ） 

 

 

d．クリニカルインディケーターの項目 

  剖検実施患者数（2022年 4月から 2023年 3月）2体 

 

 


